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d
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u
n
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w
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H
l
c
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以
来
の
バ
I

ク
と
ー
ア
ィ
ル
ラ
ン
ヤ
問
題
研
究
に
成
果
を
与
え
た
。

■ 

■そ
の
他
に
も 

.

.

ン
.
.
.

L
e
o

 Strauss; N
a
t
u
r
a
l

 R
i
g
h
t

 a
n
d

 History, 

1
9
5CO
.

は
、、ハ.
丨
ク
の
思
想
を
古
典
的
あ
る
い
は
ト
■マ
ス
的
1

の
中
に
位
置
づ
け
、

R. K
i
r
k

 ; 

B
u
r
k
e

 a
n
d
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a
t
u
r
a
l
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u
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e
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y
a
n
a
'
a
p

R
.
w
irk : A

frJ
r
o
g
x
a

日

for Conservatives, 1954.

の
.一
連
め
著
作
が
、.'
モ
I

リ
ー
や
^

,

ス
チ
！
ヴ
ン
と
は
違
っ
た
解
釈
を
示
し 

て
い
る
よ
ぅ
で
あ
る
。
保
守
主
義
の
研
究
と
な
れ
ば
、
，更
に
パ

'p
,
H
o
g 的
；Th

e

 Case for coseHvatism, 1947.
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c
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目
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d
p
m
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h
u
H
c
h
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•
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r
a
&
a
r
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U
H
k
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a
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h
e
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F
e
H
s
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v
e
xco
M
c
e
, 
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.

.

.

.

.

.

 

:
.
•
■
;
I
.
\ 
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-

な
ど
^

!

に
v>

と
ま
が
な
い
し、
：

:

.

.

.

'

L. 

I: 

B
r
e
d
v
o
l
d

 a
n
d

 R
.
G
,

 Boss; 

T
h
e

 

P
M
o
s
o
p
h
y
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M
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n
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K
H
O
H
P 

H
i
s

 s
p
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c
h
e
s

S0
W
P4W

ritings,

と

い

ぅ

便

利

な%■
の

や

、

ド

イ

ツ

に

お

い

て

は

b
. 

H
i
l

Jq
e
H

; E
d
m
0

d
w
u
r
k
e

 

uy.
d seine K

r
i
t
i
k

 d
e
r

 F
H
a
n
r
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-
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-
:
: 
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z

OJsischen '̂
evQlution,' .,

coo.zialwissenschaftuche. ',:studient:: 

Heft 1
,
1960. 

:

<

■
:
,;
:

,

と

い

ぅ

_

研

究

ま

で

あ

：
る

の

で

、
_

の

、、
ハ

ー

ク.あ
る

t>
は

保

守

主

義

の

請
 

.外
国

に

お

け

る

研

纯

は

史

と

と

に

多

彩

で

あ

り

、

こ

.の

方

面

に

関

す

る

わ

が

：, 

の

研

究

は

ほ

る

か̂
遲

れ

て

い

た

：
と

い

ぅ

べ

き

で

あ

ろ

ぅ

。

:;
.

.
 

,*

こ

れ

はF
i
t
z
w
i
l
l
i
a
m

の

集

め
.た
：
も

の

だ.け
を

も

.と

と

し

て.い
る

の
.
 

で

、

完

全

で

も

代

表

的

で

：
も

な

い

と

い

わ

れ

て

い

る

。

Q
/
.
_
P
I
e
f
a
c
e

b
y

 

T
.
w
.

 

C
o
p
e
l
a
n
d

 

i
a
^
T
h
e
.

 

C
o
x
x
e
s
p
o
n
d
e
n
c
e

 

of 

E
d
— 
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目
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u
r
k
e
3
'
l

co58.

妻

は

、：

こ
の
よ
ぅ
な
立
ち
遮
れ
を
と
り
も
、ど
す
た
め
に
、
著
者
小
松
氏
が
；
 

十
素
の
歲
月
を
か
け
た
パ
ー
ク
研
宛
の
成
果
で
あ
る
.0
'
今
日
、
多
ぐ
め
国
が
：
 

未
ゼ
保
守
主
義
政
党
の+乂
駄
下
に
あ
り
、
バ

丨

ク

の

Refiectioso

tf;:. the;-_ 

Kevolution irt. France,

.

1790

•
.が
、
し
.ば
し
ば
保
守
主
義
に
お
け
る
マ 

.ル
ク
ス
；の
.

「

共
産
党
宣
言」

.に
擬
さ
れ
て
い
る.の
，
を

考

え

る

時

、
•
そ

の

研

究

の 

意
義
は
語
る
ま
で
も
な
い
？
そ
し
て
、

「

1

觉
宣
言
1
,に
：̂

る」

評
価
が
そ
：
 

の
観
性
に
ょ
ら
て
千
差
友
別
で
ぁ
る
夂
ぅ
に
、
特

に
-:
.丨
ク
の
ーi

ば
、
^
:

.

の
ず
か
^
研
究
者
の
：方
法
論
や
立
場
を
承
さ
ず
に
は
お
か
な
い
だ
ろ
ぅ
。

.

'.
'と
萏

ろ

で

こ

办

書

は

、

パ

-

ク

へ

の

保

守

主

義

を

体

系

的

に

叙

述

し

た

も

の

で
 

は

な

く

、.，「

主

眼

は

、

バ_丨
ク

の

保

守

主

義

の

形

成

過

程

を

、

か

れ

の

生

き

た
 

時

代

奴

歴

史

過

程.や
ラ

ィ

フ

：ヒ

ス

；
ト

リ

と

か

ら

み

合

わ

せ

つ

づ

検

討

す

る

こ
 

と

に

：お

か

れ

て

い

る0;
1(

は

し

|

)

‘し
た

が

？

て

、
：
1

、

I
思

想

の

風

土
 

と

系

譜

、
1
改

革

の

：旗

、1,
保

守

主

義

の

宣

言

、
'见
$

と

反

革

命

、

エ

ピ

ロ 

丨

グ

：と'い
ぅ

内

容

の

中

に

、

ゥ

：ィ

.ル
ク

ス
.事
,
.議
会

改

革

運

動

、

ィ

ギ

リ

ス
 

に

お

け

るK

ー
プ
ゾ
ス^

の̂

.影
#
、
.：
モ

■
戦

争

、

反

逆

裁

判

な

ど

が

織

り

込

ま
 

れ

> 
名

誉

革

命
1

十

八

世

紀
0
ィ

ギ

=

^

の

政

治

過

程

に

っ

い

て

は

実

に

詳
 

細

で

、-'
'
:こ
れ

だ

け

で

本

觀

な

政

浒

史

の

叙

述

と

し

て

十

分

意

味

が

あ

り

、

そ
 

0
努

カ

虼

対

し

て

：は

蠻

恩

を

表

さ

ね

ば

な

ら

な

い

。

'

.

'

.

:

著

者

は

先

ず

、

：謹

に.お
一

い

て

フ

現

状

維

持

の

心

理

的

態

度

と

：し

て

の

.
〃
自 

然

的

幾

主

義

グ

と

、

明

自

な

理

想

と

特

有

の

人

間

性

論

ど

に

蕋

づ

く

政

治

哲

： 

学

.と

位

す

の
 
〃
％

主

義

ゃ

：を

氐

別

し

、
i

の

成

立

の

根

拠

を

マ

ラ

ン

ズ
? 

命

期

に

探

り

、

進

歩

と

と

反

動

.を

対

此

さ

せ

て

保

守

主

義

の

ィ

デ
 

オ

ロ
ギ

ー

的

特

質

を

、
自

由

主

義

と

.対
比

さ
'せ
で

そ
.の
，基

本

信

条

と

世

界

観

を

、 

明

.̂
か

に

す

る

。.著
者

独

自

：
'の
見

解

と
1\
ぅ

ょ

り
.ば
、L

o
r
d

 

H
uoq
h
. 

Cecil, 

w
. M

a
n
n
h
e
.
l
:
m
:
'
K
l
e
m

<Dns. .von..:.0empeHer' J.c.

.

K
e
a
r
o
s
h
a
w

 

な

ど

諸

説
.の
綜

合

で

：あ

る

が

、
:'
'
'ょ
く

消

化

さ

れ

て

論

旨

は

明

快

で

あ

る

。

.、、ハ
丨
ク
は
、

\

ト
リ
こ
ー
テ
ィ•

ヵ
レ
.
.
r久
.
で
教
育
を
受
け
た
後
、
法
律
研
究
の 

た
め
口
V
.K:
'

ン
に
出
、'
グ
ニ
フK

街
：で
上
層
階
級
：と
交
：っ
て
政
治
家
と
な
.る
修
業 

を

し

、
，
下

院

：で

並

ぶ

も

の

(0
:

な
い
：ほ
：ど
の
広
く
し
て
深
い
驚
く
べ
き
学
識
を
得 

\
、
v
v 

七

2
.パ
九
一
七)

書

評

1960.



た

と

い

わ

れ

る

。

ま

た

も

ち

ろ

ん

、

個

性

の

強

い

独

創

的

な

政

治

思

想

家

で

も
 

矣

マ

た

：わ

£

で:?
疆

勿

影

響

関

係

を

定

：め

态

老

4
は

貪

ゎ

め

て

難

$

“

,

著
 

-
者

は

思

想

の

塑'^
系

譜

.先
ル

て

、
.'
'モ
髮

て

ス

：；
す

を
と
り
あ
げ
、
先
ず
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
モ
ン
テ
ス
キ

-:
1
-
Iの
最
大
，の
使
徒
と 

■'
;■し
：て
バ

(

1
ク
：ゼ

無

士

ー--
1法
€>
|

^

に̂
^
げ
る
：経
験
主
義
廣-;
-過
.
讃̂
美
.

者

で

尊

主

義

者

パ

貪

馮

注

義

者
^
し

^
の

'*
^
方

ス

キ

H
-:
:
l
■
の

x 

■::

丨

ク

に

見

出

1.
て

1>
る

：'0
ま

た

.道
徳

観

、
；
社

会

観

、
権

力

：

^

傭̂

見

：
の

董

、 

混

合

政

体

の

讚

，
美

、

「

イ

ギ

リ

ス

史
」

の

影

^'
な

ど

の

諸

点

で

ヒ

ユ

I
ム
と
の

親

近

性

含

霖

し

づ

襄

應

の

邊

認

ノ

信

託

め

思

想

、

抵

抗

権

、

-'
.
-
:
1
階

級

に

：
ょ

； 

る

開

明

的

な

政

治

と̂
て

め

代

議

制

渡

の

噹

導̂
い

ぅ

点

で
、
..
P、
ッ

ク

と

パ，
. 

ぞ

の

近

似

性

を

見

出

す::
:°.
_と

れ

^
は

.%
:ち
ろ

ん

相

違

点

を

前

提

と

：し

..
て

1.
の

^

 ̂

な

の

：
で

、

詳

細

は

 

見

ら

れ

だ

い

。
：

ぐ
.と
こ

ろ

で

、

こ

め

よ̂-
に

-
丨

ク

^
自

然

法

思

想

が

存

在

す

か

と

す

れ

ば

、
.

； 

功

利

主

義

の

伝

統

と

ー

の

関

係

を

い

か

ー

に

考

え

る

べ

き

か

。
'
、著

者

は

自

然

法

の

罘
 

譜

を

、
ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

、
キ

ケ

P.、
セ

ネ

力
：'
'ト—

，
マ

ス

.
ア

キ

丨

ナ

ス

な̂

の 

伝

然

法

と

、

人

間

意

志

に

基

づ

く

.

1

連

の

権

利

、
：

の

近

代

自

然

法

に

分

け

、

p. J. 

S
t
a
n
l
i
s
,

«
. ca

a
a
v
s
,
o
h
,

 Parkin: 

r
従

づ

て

パ
I
ク

を

前

者

の

系

譜

に

属

さ

せ

、
；
：
彼

の

契

約

、

自

然

権

，

.信
託

.な
 

ど

の

意

味

を

、

伝

德

韵

然

法

の

受

容

と

“
ぅ

見

地

に

立

ら.て
解

釈

さ

れ

る

'.
べ 

き

だ

と

主

張

さ

れ

る
。

(

そ

こ

で

、

バ

I
.ク
に

お

け

る

"
コ

ン

シ

ス

テ

ン

シ~

の

問

題

"

に

さ

し

か

が 

る

。

こ

れ

は

フ

ォ

义

ク

ス

の

バ

I
ク

攻

擊

以

来

、

ま

さ

に

古

典

的

な

問

題

で

あ

.V
-
. 

(

^
ド
政
治
家
ぞ
し
文^

/:
■

>

 

'

バ
丨
先
の
政
治
羝
学
面
に
お
け
る
矛
盾
な
い
し
ー
：
貫
性
ゆ
問
題
ゃ

；

:

:の
ー
1
0̂-
分

对

ら

れ

る

だ

ぢ_
べ
；
ー'ー
5
^

:
1ハ
：
丨

ク

咗

お

け

る̂

主̂

義

的

.，
功

刹

生

義

的

要

素

と

自

^

^

要

素

の

並
 

'
.存
畚

解

明
.す
る

た

积

に

、-'
.:前
者

¥
、
政

治

麗

を

な

す

：に

当

ネ

て

多

種

多

様

な

： 

一

具

体

的

現

実

を

考

慮

に

入

れ

る

必

要

が

知

る

こ

と

の

主

張

と

解

じ

、

そ

れ

と

後
 

:

者

：の

普

遍

的

が

道

徳

法

原

理

)

と

：の

間
.に
、

媒

介

者

と1.
:
:
:
て
；.
|
%
^
5
:

を

配

置

し
. 

た

と

述

べ

て

い

る

。
，

こ

れ

は

、

バ

-
ク

の

経

験

主

義

的

、

功

利

的

要

素

は

結

局
 

は

伝

統

的

自

然

法

の.フ
.レ
、
丨

ん

：'ヮ
ー

ク

に

包

ま

れ

て'い
：
た

と

考

え

る

F
,

 J. 

Stardis, F
.
o
a
B
v
a
r
r

な

ど

の

説

で

あ

っ

て

、

こ

の

トー

マ

ス

.
ア
キ
一 

ナ

.ス
她
の

.慎
慮

の

準

則

は

、
，
.道
徳

原

掛

を

：否

范

ず

る

も
'の
.で
は

な

：く

、

む

レ

ろ
 

.補
足

ず
.る
.も
：
の
^
し

て

、;'
ニ

元

的

矛

盾

を

折

衷

す

る

-;
*
た

が

慎

慮
 

の

藥

測

ば

単

な

谷̂

:に
；
ほ

私

な

ら

ず

、
ー

著

者

に

よ

れ

ば

、

こ

の

一

一

つ

の

論

31 

の

武

器

が

調

和

を

保

ち

得

た

の

は

ブ

ラ

ン

ス

革

命

初

期

ま

で

で

あ

っ

て

、

以

後
 

找

、
ハ

冷

静

な

経

験

生

義

に

代

っ

て

、

神

秘

主

義

が

安

配

す

.る
よ：

ぅ

に

な

っ

た 

(

5

七

寅

.
)

。
.
.ぞ
^
で

、
;-
ピ

ロ

—
グ

に

お
'い
：て
ぼ
、
：
安

全

を

は

か

っ

て

卜
 

C
o
b
b
a
n

と

共

に

、
.

P

ハ

.丨
ク

が

、
'ス
ラ

ン

：
ス

革

命

に

際

し

、
.あ

る

い

は

そ

の

他
 

•
の

時

期
'に
お

い

て

、

意

見

を

根

本

的

に

変

ぇ

た

と

い

ぅ

こ

と

は

誤

ら

て

い

^
0
.

rr

観
ノ K
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は
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と'い
う一

畫

性

格

を
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ー
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が
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を

論

理

に

，
よ

っ

て

：架

橋

す

る

こ

と

は

讓

で

あ

る
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が
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の
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が
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を
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と
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；
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.
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の
^
保
守
主
義 

者
と
し
て
の
一.貫
性
を
最
も•名
誉
あ
る
も..の
と
考
え
た'り
、「

徹
頭
徹
尾
良
き.

.イ
ギ
リ
ス
人'—(

三
六
.

I

頁)

と
し
' て
評
価
し
た
り
、

い
さ
さ
か
：

「

ヒ

！

 

ロ
.丨 

に
心
を
奪
わ
れ
る

」

：(DVE. Butler)
.

の
感
が
な
ぐ
も
な
い0
 

:,

最
後
に
、
バ
ー
ク
の
辱
主
義
の
展
開
を
分
析
す
る
た
め
：に
は

.
こ
れ
に
対
：
 

立
し
た
锻
学
的
急̂

、̂
さ
ら
に
は
ペ
イ
ン
、*

rr

ド
ゥ
ィ
ン
、
：
：ロ
ン
.ド
少
通
信

. - 

協
会
な
ど̂'
矹
罾
が
^

可

欠

で

あ
る
ど
思
ぅ
し
、.こ
.れ
だ
け
の
綿
密
な
研
^
書 

に
は
も
っ
と
詳
細
な
文
献
目
録
を
期
待
し
，た
い

？oopelaad 

.の
新
資
料
や 

M
a
h
g
y
.

の
新
ら
し
い
研
究
な
ど
に
触
れ
ず
、

引
用
外
国
文
献
に
邦
訳
が
あ 

る
場
合
に
も
ほ
と
ん
ど
黙
殺
し
て
い
る
の
は
、

.パ
I
ク
好
み
の
保
守
主
義
、
費 

族

譲

で
ち

ろ5
か
。

.

. 

.

.

.

(

.
- 

.
* Cf

，
w..mchlattre. "..private. F

g'.perty 

” The..History .of.

.An Idea, 1951

*.
明
0|
:
.浜
由
訳
。

'

*
*

バ
I
ク
と
ス
ミ
ス
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

p

^

F

a

y

;
,.

T
h
e

 W
o
r
l
d

o
f
 A
d
a
m

 Smith, 19§
.

こ
it
:
に
つ
い
て
は
'
 
い
ず
れ

■

.

別
に
紐
介
す
る
。

た
，
と
え
ば
、
.日
華
.事
変
の
年_に
平
泉
派
の
国
家
主
義
者
上
田
又
.次

が
書
い
た
：、

「

エ
ド
*
:ン
ド
'.
パ
：丨
ク̂
究
1_
を
見
ら
れ
た
い
；
0
.
;こ
^'
は
お

. 

.
 

.

.

.

.

書

.

評 

..

■:『

資
本
論』

の
冒
頭
の
：商
品
の
性
格
を
め
ぐ

」

-?
て
の
論
点
と
な
つt
い
る
も 

の
は
、
マ
ル
ク
ス
が
理
論
的
抽
象
を
そ
こ
に
.と
ど
め
、:-
そ
こ
か
ら「

罾
力
へ
の 

旅
1—
を
は
化
め
た
と£
ろ
の
商
品
が
、
：
い
わ
ゆ
る
墨
商
品
で
あ
る
の
か
、
資
，
 

本
制
商
品'で
あ
.る
の
か
と
'い
ぅ
点.で
あ
.、
マ
、た
。
/■
か

か

る

抽

象

度
の

高
い

問

題
が 

提

起

さ

れ

る.に
つ
：，
い
て
は
、
そ

の

論

癍

は

単

に

窗

頭

の

商

品

；
の

&

1
何
と
い 

ぅ
点
に̂
ま
ら
な
い
？
す
な
わ
ち
、
：
：冒
頭
の
商
品
の
諸
規
定
は
、

•

そ
こ
に
お
い

一
 

.
，七
：九(

九
ニ
：

1)


